
 

 

 

 

   

６月３日（水）に全校児童が体育館に集まって、１年生を迎える会を 

実施しました。スローガン「ウェルカム１年生 みんななかよしたのしい 

耳成南小学校」のもと運営委員会の司会進行で迎える会が始まり、 

１年生が４年生と一緒に体育館に入場してきました。全校で１年生を 

迎えようとする温かい気持ちが感じられるひとときとなりました。 

  

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

１学期もまとめの時期になりました 

７月に入り、蒸し暑い日が続いていますが、子どもたちは元気いっぱい過ごしてくれていま
す。明後日９日からは、個人懇談が始まります。お忙しい中ご予定いただきありがとうござい
ます。1 学期のお子様の頑張り等お伝えできればと思います。よろしくお願いいたします。 
６月９日（月）には、プール開きを行い、水泳学習がスタートしました。水に親しみ楽しそ

うに泳いだり潜ったりしています。準備物の用意や体調管理等お世話をおかけしております。
よろしくお願いいたします。 
１学期もあと残すところ１０日となりました。これまで学んできたことの復習をしっかりし

て、夏休みを迎えたいと思います。 
暑い日が続いています。登下校では、日傘やクールネック、リュックサック等を活用して、

暑さを少しでも軽減できるよう各ご家庭で工夫をお願いします。 
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１年生を迎える会 

２年生の「ドレミの歌」

の歌声に出迎えられ

て、４年生のお兄さん

お姉さんと一緒に体育

館に入場しました。 

全校で校歌を歌い

ました。１年生に

は、３年生の手作

りの歌詞がプレゼン

トされました。 

５年生からは、一年生

一人一人にメダルのプ

レゼントが贈られまし

た。首にメダルをかけて

もらった一年生は、とて

もうれしそうでした。 

６年生からは、耳成南

小学校で楽しく過ごす

ためのルールや特別教

室紹介を劇やクイズに

して詳しく教えてもらい

ました。 



 

 野外活動実施の二日前に台風が近畿地方を横断し、野外活動の実施が大変心配されました

が、当日の早朝は、少し肌寒さが残るものの、雨も上がり、子どもたちは大きな荷物を持ち、元気

に登校し、出発式を終え、バスに乗り込みました。子どもたちのパワーとやる気で、雨雲もどこか

へ退散し元気に出発しました。 
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曽爾野外活動 ５年生  ３０日・３１日 

 

   ６月９日(火)にプール開きがありました。今年は、例年に比べて、 

１月からの雨量が大変少なく、橿原市でも、節水が呼びかけられ 

ていました。プール学習も実施できるかどうか心配されましたが、 

４月から雨の日が多く、今年もプール学習を実施できることとな 

りました。６月に入り、梅雨入りとなり、比較的涼しい日が続きま 

したが、気温水温に気を付けながら、どの学年もプール学習を行 

っています。１年生にとっては、小学校生活初めてとなるプール 

学習ですが、笑顔いっぱいに小プールに入るようすが見られま 

した。引き続き、子どもたちの健康と安全に十分気を付けながら 

学習を進めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プール学習はじまる 

曽爾野外活動 ５年生  ５日・６日 

野外活動実施の二日前に台風が近畿地方を横断し、野外活動の実施が大変心配されました

が、当日の早朝は、少し肌寒さが残るものの、雨も上がり、子どもたちは大きな荷物を持ち、元気

に登校し、出発式を終え、バスに乗り込みました。子どもたちのパワーとやる気で、雨雲もどこか

へ退散し元気に出発しました。 

学校へ戻ってきた子どもたちは疲れてはいましたが、やり切った充実感でいっぱいの様子

でした。曽爾野外活動での経験をこれからの成長につなげてほしいです。 

★１日目の活動★ 

 １時間半ぐらいバスに乗り、国立曽爾青少年自

然の家に到着しました。施設での入所式を行い、

オリエンテーションの後、 

昼食の後、早速、亀山 

ハイキングに向かいま 

した。曽爾高原の中を 

進んでいき、途中、急 

勾配の箇所を慎重に 

進んでいきました。 

 ハイキングが終わると、野

外炊飯での「ちゃんこ鍋」

づくり。かまどで火をおこ

し、大きな鍋に具材を入れ

て、炊きました。グループで

役割分担をして、おいしい

ちゃんこ鍋が出来上がりま

した。 

 

 入浴後は、一日の締めくくりの活動「キャ

ンプファイヤー」をつどいの広場で行いまし

た。各学級ごとに準備練習をしてきたスタン

ツで大盛り上がりでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★２日目の活動★ 
 ２日目は、森林環境教育として、フォトテー
リングを行いました。高原の中を散策した

り、大きな丸太を切りコースターづくりにチ

ャレンジしました。２日間の活動を終え、退

所式の後、帰路につきました。 

 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境学習 4年生  
ゲストティーチャーとして、小林さんと瀬戸さんを
お招きして、水の学習をしました。 
水の大切さについて、資料やクイズを交えてお話
を聞いたり、これから自分たちはどのようにしていく
とよいのかについて考えたりしました。 
私たちが飲んだり生活に使ったりする水は、地球上
にある水の１万分の１しかなく、今現在世界の人が
４年生の１クラス３６人だったら、その内、水道水を
飲めない人が 10 人もいることを知りました。そし
て、みんながきれいな水を飲めるようにするために
できることについて考えました。 
 また、小林さんから、ボランティアとして海外に行かれた時の映像を交え、現地の水事

情についてお話を聞きました。そして、きれいな水を作る装置を作り、海外に届ける活動を
されていることやその装置を簡易にしたペットボトルのろ過機を使って実際に色水をろ過
する実験を見せてもらい、その変化に驚いていました。 

６年 世界遺産学習   

 

５年沖縄戦から学ぶ   
６月１９日（金）に奈良沖縄県人会の崎

浜盛喜さんをお迎えして、沖縄戦について

のお話をお聞きしました。お話の中で、崎

浜さんは、「亡くなった人は語ることができ

ない。だからこそ、その人の思いを伝えてい

くことが生きている者の使命である」と、こ

れまで沖縄戦について語り続けてこられた

思いを語られました。また、沖縄戦から学

ぶ「教訓」として、「命どぅ宝」生命と人権

が何よりも大切であることをお話ください

ました。子どもたちは、崎浜さんのお話を真

剣に聞き、自分たちが感じたことをまとめる

姿がありました。平和学習を学びこれから

の自分の生き方について考えていってほし

いと思います。 

６年生は、６月１８日（木）に「世界遺産応援

隊」と題して、藤原宮跡を見学し、歴史を学び、

世界遺産登録に向けて自分たちにできることを

しようとのねらいのもと、藤原宮跡を訪れまし

た。世界遺産にふさわしい美しい環境を自分た

ちの手で守るために、道路に落ちているゴミを

拾いながら、藤原宮跡に向かいました。藤原京

資料室や奈良文化財研究所藤原宮跡資料室を

見学したり、橿原観光協会のガイドの方から藤

原宮の歴史やその構造、どれほど貴重な場所

であるかお話を聞き、深く学びました。子どもた

ちからは、「藤原宮跡の魅力をたくさんの人に伝

えるためにポスターやチラシを作成し、広めた

い。」との思いが聞かれました。自分たちの住む

地域に世界的な宝があることに誇りを持ち、大

切に守っていこうとする気持ちを大切に学習を

進めていってほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の予定 ９月の予定 

日 

曜

日 

学校行事 日 

曜

日 

学校行事 

 9 木 

個人懇談①,ナラ・シェイクアウト

ALT 
1 火 

２学期始業式 

10 金 個人懇談②,ALT 2 水 給食開始，委員会 

13 月 個人懇談③ 7 月 ＰＴＡ定例評議委員会 

14 火 個人懇談④ 
14 月 

児童集会《リモート》 

15 水 個人懇談⑤ 21 月 敬老の日 

16 木 給食最終日,大そうじ,ALT 22 火 国民の休日 

17 金 １学期終業式 23 水 秋分の日 

21 火 夏季休業開始 28 月 クラブ 

   
29 火 授業参観（5校時） 

 

行事予定 
 

５年生が家庭科で、玉結びと玉どめやなみ縫い等裁縫

の基本を学習しました。まずは針に糸を通し、糸の端を人

差し指に巻き付けて、親指とこすり合わせて寄り、玉結びを

作りました。布をひっくり返して糸の出てきているところに

針の真ん中あたりを合わせ、針に糸を５回程度くるくるくる

と巻き付けて、針を抜いて玉止めが完成しました。布の持ち

方や針の扱いに、戸惑いながらも真剣な表情で、一針一針

縫い進めていました。はじめてのことでなかなかうまくいか

なかったようですが、何度も繰り返しチャレンジする中で、

だんだんと上手になってきました。 

昨年に引き続き、家庭科ボランティアの方々が来てくだ

さり、子どもたちの様子を見ては、アドバイスをしていただ

いたり、やって見せてくださったりとご支援いただきました。 

～家庭科ボランティアの皆様、ありがとうございました！～ 


